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吹田民主商工会

吹
田
市
川
園
町
２
０
‐
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
６
）
６
３
８
３
‐
２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ⅹ
（
０
６
）
６
３
８
２
‐
８
１
９
０

h
ttp

://w
w

w
.su

ita

‐m
in

syo
u
.c

o
m

su
ita

‐m
s@

ja
sm

in
e
.o

c
n
.n

e
.jp

毎
週
木
曜
日
の

昼
２
時
・
夜
７
時

な
ん
で
も
相
談
会

お
買
い
物
は
地
元
の
市
場
商
店
街
で
・
商
工
業
者
の
繁
栄
は
市
民
と
と
も
に
！

地域に強大な民商をつくろう！！
第２回役員研修会を開催

伝
言
板

「
若
手
経
営
者
の
会
」

７
月
３
日
に
開
催
し
た
第
１
回
例
会
に
は
17
名
が
参
加

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
（
民
商
ニ
ュ
ー
ス
や
吹
田
民
商
の
Ｈ
Ｐ
に
紹
介
）

日
時

８
月
７
日
（
木
）
夜
７
時
～
10
時

場
所

民
商
会
館

参
加
費

５
０
０
円
（
青
年
部
無
料
）

＊
お
に
ぎ
り
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
ま
す
。

名
刺
や
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

内
容

（
１
）
実
践
報
告

石
賀

健
児
さ
ん
（
釣
具
ネ
ッ
ト
販
売
）

「
私
の
自
己
紹
介
」
石
賀
さ
ん
の
仕
事
の
内
容
、
経
営
の
仕
方
を

20
分
～
25
分
位
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
２
）
討
論
テ
ー
マ

「
経
営
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
の
確
保
」

つ
い
つ
い
目
先
の
事
に
追
わ
れ
が
ち
で
す
。
経
営
を
伸
ば
す
た

め
に
は
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
が
必
要
で
す
。
各
人
の
工
夫
を
交

流
し
ま
す
。

＊
８
月
末
に
吹
田
駅
近
く
の
お
店
で
親
睦
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日
時

８
月
21
日
（
木
）

朝
10
時

＊
時
間
厳
守

場
所

民
商
会
館

参
加
費

試
験
代
金
も
入
れ
て

５
０
０
０
円

（
試
験
は
11
月
16
日
で
す
）

＊
試
験
合
格
を
前
提
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
立
て
ま
す
。

簿
記
資
格
を
取
り
た
い
方
、
自
分
の
商
売
に
役
立
て
た
い
方
、

募
集
し
て
い
ま
す
。
試
験
受
け
な
く
て
講
座
参
加
だ
け
の
方
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
資
料
代

３
０
０
０
円
で
す
。

日
時

8
月
5
日

12
日

26
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

夜
７
時
～
９
時

＊
時
間
厳
守

場
所

民
商
会
館

参
加
費

１
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途

b

）

持
っ
て
く
る
も
の

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
な
い
方
は
相
談
を
）

＊
８
月
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
は
初
心
者
向
け
の
ワ
ー
ド
操
作
で
す
。

簿
記
３
級

講
座

パ
ソ
コ
ン
講
座

７
月
18
日
、
２
回
目
の
役
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

こ
の
役
員
研
修
会
は
吹
田
民
商
第
51
期
定
期
総
会
方
針

を
受
け
て
地
域
に
強
大
な
民
商
を
つ
く
ろ
う
、
そ
の
為

に
組
織
を
強
固
に
し
よ
う
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
回
は
要
求
運
動
が
テ
ー
マ
で
し
た
が
今
回

は
組
織
建
設
を
テ
ー
マ
に
学
習
・
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。

「
吹
田
民
商
50
年
史
」
「
民
商
・
全
商
連
の
基
本
方
向
」

に
示
さ
れ
て
い
る
以
下
の
５
点

①

集
ま
っ
て
話
し
合
い
相
談
す
る
組
織
作
り

②

商
工
新
聞
を
運
動
と
組
織
の
中
心
に
据
え
る

③

規
約
に
基
づ
く
民
主
的
運
営

④

要
求
実
現
の
保
障
と
な
る
拡
大
運
動

⑤

財
政
活
動

を
柱
と
し
た
基
調
報
告
を
生
駒
事
務
局
員
が
行
い
ま
し

た
。
こ
の
報
告
を
受
け
分
散
会
で
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行

い
ま
し
た
。
分
散
会
で
出
さ
れ
た
討
論
を
紹
介
し
ま
す
。

等
の
意
見
が
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
ま
と
め
報

告
と
し
て
吹
田
民
商
常
務
理
事
の
西
尾
さ
ん
か
ら
、
要

求
活
動
の
中
に
組
織
建
設
の
芽
が
あ
る
事
、
過
去
の
財

政
問
題
の
克
服
を
教
訓
と
し
て
継
承
す
る
必
要
が
あ
る

事
を
提
起
し
て
第
２
回
役
員
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
役
員
研
修
会
は
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

●
民
商
の
活
動
は
民
主
主
義
（
民
主
的
運
営
）
が
原
点

だ
と
い
う
事
が
分
か
っ
た
。

●
先
輩
役
員
さ
ん
が
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
か
ら
今
の
民

商
が
あ
る
。

●
民
商
は
組
織
の
強
さ
が
基
盤
、
そ
の
為
に
班
を
作
っ

て
い
く
事
は
大
変
だ
け
ど
重
要
。

●
班
会
は
公
民
館
だ
け
で
な
く
個
人
の
家
で
も
積
極
的

に
行
い
た
い
。

●
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
新
た
な
切
り
口
で
班
を
作
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
組
織
は
要
求
を
請
け
負
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
自
分

の
切
実
な
要
求
に
自
分
で
や
る
ん
だ
と
い
う
自
覚
の

も
と
、
組
織
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
事
が
大
事
。


